病棟チームカンファレンス記録

平成30年10月24日(水)　　　　司会：羽田　順子　　記録：石橋　菜摘　
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＜連絡事項＞
・本日、17：30～院内研修があります。

＜患者様連絡事項＞　
・瀧澤　杏奈様～12：30時外泊より帰院されています。

・三上　勇様～鹿内眼科受診とメガネの玉屋へスタッフ付き添いで外出しています。外出より帰院後に、メガネの玉屋より電話があり、主治医意見書は青南病院ではなく鹿内眼科の先生に書いてもらう必要があるとのこと。ＳＷに確認し、新しい主治医意見書の用紙を鹿内眼科に郵送し、記載後に青南病院に送ってもらい、それをメガネの玉屋に郵送するとのこと。

・原　吉郎　様～10/30(火)採血あります。

・齋藤　光枝様～15：30～家族面談です。

・澤口　利香様～9：05、1階の認知症センター横に飛び降り横たわっているところを発見しています。八戸市民病院に搬送し、第2腰椎破裂骨折と尾骨骨折のため転院となっています。




＜事故の振り返り＞
事故の内容：澤口利香様3Ｆ廊下からの飛び降り
事故の経過：
	8：30
	食事は全量摂取。普段よりも表情冴えない様子であった。レストランから戻られてからは朝食後薬の服用に来られている。

	8：40
	ホールには何度か来られて自室を行き来している姿は確認している。

	9：00
	藤原ＳＧＭ，羽田Ｎｓが2階会議室にてモーニングミーティングに参加。

	9：05
	病棟にＳＷより「上から人が落ちてきた」と連絡あり。
木村ＪＧＭ→4階の診察室にてパソコン業務
清川Ｎｓ，原子Ｃｗ→環境整備
川守田ＭＮｓ→患者様の外出付き添い
松橋Ｃｗ，石橋Ｃｗ→ホール、詰所にて他患者様の対応

	9：05
	自室から近い、3F廊下の窓から1F認知症センター横に飛び降り横たわっているのを発見。
血圧：76/41mmhg、脈拍：72回/分、Spo2：95～96％
出血等の外傷はなし。質問への受け答えできており意識あり。
強い腰痛、右下肢の感覚ないと訴えている。
各管理者、主治医（深澤Dr）へ報告。

	9：10
	救急車、警察連絡し八戸市立市民病院へ搬送となる。その後、警察の現場検証を行っている。母様へも連絡し来院して状況説明して八戸市立市民病院へ向かって頂く。

	9：50
	警察と一緒に現場検証を行っている。自室の布団の状況は乱雑に置かれている。布団の下にノートがあり、希死的発言の内容のものが書かれていたがスタッフへは希死的発言による訴えはなかった。

	12：00
	付添いのスタッフより情報提供があり、第2腰椎破裂骨折と尾骨骨折の診断あり。詳しい検査を行う為、八戸市民病院に転院となり、当院退院となっている。


原因分析：
・月初めにまとめ買いをしており、月末までお小遣いが持っていなかった。　　　　　　　　　　　　　　（あと1万円位持ってきてもいい。と不満をもらしていた。）　　　　
・母様の面会が1年以上もない状態であった。
・月の中旬から下旬に頓服の服用が多い。
事故対策検討内容：
・本人の変化に気付けるようにする。
（本日は、メイクをすることなく、スッピンでマスクであった。）　　　　　　　　　　　
・スタッフ間の情報交換を密に行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[bookmark: _GoBack]・母様と本人の関係が悪く、1年以上も面会がない状態であったため、親子関係を修復する介入をすべきであった。
・過去にも自傷行為をしているため、巡回を密に行い監視すべきであった。
